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　　　　　第7回宇宙開発萎員会（定例会嶺）、

　　　　　　　議　箏　要　旨（案）

1．　日　　時　　三和54卑5月9日’（水）’，

　　　　　　　午後2【寸ミ手～41貯

2．場　　所　　宇宙lril発委員会会議室

5．議　　　’　・ω　実験用静止通信衛星（ECS）の打上げ結

　　　　　　　　　　果の評仙につ姶て『

　　　　　　　　（2）報瞬計副聯郁鰻決定）の騨’

　　　　　　　　　　しについて

4，資　　料

委7一擁6回二二1発贈即時螂欝要旨’（案）

委7－2難用祉通信衛星（EGS）の打上げ結果の評価

　　　　　　について（職告）　、　　’

　　　　　　〃．　．　・臨㌧’八藤東醸
　　　　　　．〃　・　，！汽斎藤成㌦文
　説明者

　　科学撫庁研究調輔長　旨一園・1重遭

　　　　∵　琶∵∫一三イ言1身
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　　　　　　　雄山齢部長即詰代三四

　　　　　　　　騨波弊誌い懇飯高，

　　　　　　　　建設大回聯禦1一・。㌦毒窪∴

　　　　　　　　螂政盤灘服＿・＿＿一一三／回信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　．東京藩宙臨所・∫一…嚢∵雄

　　　　　　　　宇轡轡テ獅’震影浩

　　　　　　　　　1．か一’．1　”●．　＿松浦雅洋

　　　　　　　　＿1レパ1ン朗’類書・∵・

　　　　　　　　　科学衛研磯局宇宙企醸・鮪昭・雄

　　　　　　　　（ll鯛議騒旨い、，

隆　　・蜘回宇論委蝕麟螂，諮要旨が磯された。

　　　　、

●㊤

●●



ら

●●

●●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’，

佐飾賢立富麗添加委㌃孝曝寧騨三四画
．響畷応戦れ轡，第甲轡告書堺れ
　　　　　　　　　　　　　　’一・，　∴　’の辱　　　　　　　’・、1♪’　．’

八二綱か繍入し郊㊥難の引き1傘離醐徽のか・
騨：引きつぎ騰は・契約により明敵され秘が・・糟で’，

　　組立てられたものを凹し暢合は・嚇で内総窃エッ＿

　　クす黒む魁堕ので・米ゆ章艇追求するの鵬

　　である。

燃漏潔きるも嚇聯弾蝿産糺妨がよい・
　　’轍品の融馬射、ど鯨うにあることオ主著ま硬のか・

佐貫ニクリティヵノレ撫分について螂米国で寒釣溺検査に

　　立ち合うこζが暴しいと恵う・飾幹部朗ごうッ

　　　殊ツク蛾卜兆が難した場合でも・可能な働原因究

　　崩を行う考えであ為・＼・　一・．
八螺側sのニュよテンシ帥ダンンr不具合については・米函

　　　の責任を追求した．のか。

佐駕米離は垂を追求でき効？越う鯛呼いる・

入粥今吻予鈴の原欧ついて浪く調細れたこと聴謝

　　　したい。

艦麟輪業駈燃・痴来同急熱齢楳鱗蝉一一一・
　　　いよう十分に注意してもらいたい。

．佐貫；、糊開騨細は．・●ク，ソ．ティ炉嫌分とそれ以外曝分

　　を自ら仕分けができるようになってほしい。　O　　　　l

！3）宇翻発計画（胎稲年贈）め見直しについて

　　事務局か’ら、・資籾委7－5た基づいて忌明が行われたのち・

　原案どおり決定された。　　’・
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昭和54年5月23日

宇宙開発委員会
　　了　　解

膝員、会は燦験膳止通信醒（EGS－b）

の打上げに間して、宇宙開発事業団がとりまとめ

た励紙の計画は、適当であると考える。
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別　紙

　1．ECS－bの打上げのために講ずる対策

　　（1）第5段ロケットモータと衛星との接触防止のため次の改

　　　善耳癖を実施する。

　　　ア．ヨーウエイトアセンブリの組立て及び衛星分離部への

　　　　装着を国内工揚作業として実施ナる。

．　　イ．ヨーウエイトアセンブリ関係の部品について国内で品

　　　　質確認の再検査を行うとともに、それらの組立て、装着

　　　　手順を明確化し、ヨーウエイトアセンブリの品質保証を

　　　　より一層確実にする。

　　　ウ．ヨーウ等イトアセンブリを重要取付品目として指定し

　　　　ズ瑚検査郵駅査等の囎及び手ll便を馳し・より・

　　　　「の層チエツクの強化を図る。

　　　エ．第5段ロケットモータと衛星との分離時刻を、地上局

　　　　において両者の．分離及びヨーウエイト放出のテレメトリ

　　　　データを受信することが可能な範囲でできる限り遅らぜ、

　　　　両者Q接触防止に・一層の安全を期す。

　　②　Nロケット6号機（F）のシステム全体の品質保証をより・一

　　　逼確実にするため次の改善措置を実施する。

　　　ア一同ロケットについて全般的に再点検を行い、必要に応

　　じてその構成品等を重要取付品目として指定する6’

　イ・平居ウェイトア㌣ブリ以外の構成品等で・従来・米

　　国で製作・組立てが行われていたものについて、・それら

　　の受入れ検査～工場検査、射場検査等の項目及び手順に

　　ついて見直し、必要な改善を行う。’●

　ウ・設計・試験等に関する審査について、その項目、手順、

　　報告要領等の基準及び方法を見直し、必要な改善を行う。・

　エ・打上げ隊の品質管理部門を強化するとともに、射揚検

　イ査の認録写真を作業確認審査に活用して射場における発

　　射整備作業をより一厨確実に行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘●
　オ．襲業団職員に対して信頼性及び品質管理に馴する再研

　　修を実施する。

　カ．製作担当会社に対し、その関係従業員に対する信頼性

　　及び品質管理に魅する再研修の実施を要謂する。

（3）その他の改善措麗

　ア．以上（1｝及び②に記した聲善措’置については、現在、開

　　発中のロケット及び入工衛星のみならず将来開発するも

　　のに対しても適用するとともに、従来、N－1ロゲツト

　　の場合において米国で製作・組立てが行われていたもの

　　のうち原則としてNr∬ロケット以降に使用されるもの’

㌔
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　　　については、経済性等も考慮しカ＝がら極力国巌化を巡め

　　　る。

　　イ．鵬OS－bについて、その点検、聰備を入念に実施す

　　　る。

2．Eσs一わの打上げ時期

　　別添のスケジュールにより上訓の措置を確実に実施して・

　皿cs一わを昭和54年度冬期に打ち上げる。

」
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211 運用手順魯維持・改訂

ロ
ケ
ッ
ト

N－1ロケット6号機（F）

全段組．立維持設計

飛行解析・誘導解析
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上
管
制

射点点検調整装置の維持

手順書維持・改定

発射整備作業
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ダウンレンジ局（クリスマス）

ミッション解析
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プログラムの整備等
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